
自治体の手話言語に関する施策の推進に向けた支援 
及びデフスポーツの振興等について 

１ 「手話を広める知事の会」の概要 
  ○ 手話言語を全国に一層広げるため、平成28年７月21日に「手話を広める知事の会」を設立。 

  ○  ろう者にとって「手話はいのち」であり、知事有志が力を合わせ、手話言語という重要なコミュニケーション手段

に対する社会的認知を高め、普及を図っていくための取組を推進。 

  ○  東京2025デフリンピック開催に当たっては、大会の気運醸成のための全日本ろうあ連盟による全国キャラバン活

動への協力や海外選手のキャンプ受入を行うなど、大会成功に向けて支援。 

･設立日：平成28年7月21日。会長は鳥取県知事。 

設立にあたり、同日、参議院議員会館にて、「手話を広める知事の会」設立イベント、手話言語フォー 

ラムを開催。 

･目 的：手話言語を全国に広げ、手話施策の推進を国に求めるとともに、手話を使いやすい社会環境を全国に 

広げることにより、手話の普及を図り、もって聴覚障がい者の更なる自立と社会参加の実現を目指す。 

･会 員：本会の趣旨に賛同する都道府県知事。 ⇒ 平成29年10月13日に全都道府県が加入 
 

２  手話言語に関する取組 
（１）手話言語普及の取組例 
 ○ 手話学習のサポート、手話言語の普及活動等を行う手話普及コーディネーター及び手話普及支援員を配置し、学校

へ派遣。 

 ○ 手話言語を必要とする子ども達の指導にあたる教職員の手話技術の向上のため、手話講座の開催や手話技能検定料

を支援。 

 ○ 手話通訳者等の養成研修（スキルアップ研修等含む。）の実施。 

 ○ 手話通訳者等の頸肩腕障がい予防のための講習会の開催及び健康診断の実施。 等 
 

（２）手話言語の意識啓発に効果を示している取組例 

○ 全国高校生手話パフォーマンス甲子園の開催 

   ・鳥取県では、毎年「全国高校生手話パフォーマンス甲子園」を開催（令和７年度で第12回目）。きこえない・きこ

えにくい・きこえるに関係なく、高校生が手話を使った演劇、コント、ダンス等のパフォーマンスを競い合う大会で

あり、これまで延べ675校（延べ6,000人超）の生徒が参加。 

・参加した生徒のほとんどが大会を通じて手話言語を学ぶことへの肯定感を高めただけでなく、地元イベント等で手

話パフォーマンスを披露したり、地元メディア等に取り上げられる学校もある。大会を通じて手話言語の普及が着実

に進むとともに、ろう者と聴者の生徒同士の交流も生まれている。 

    ・また、令和７年11月のデフリンピック開催期間中、デフリンピックスクエアにおいて、第12回大会優勝の２チー 

ムが手話パフォーマンス（コント及びダンス）を披露し、手話言語の魅力を世界に向けて発信。 
 

３  東京2025デフリンピック開催の成果等 

○ 全日本ろうあ連盟によるキャラバンカーの全国巡回やデフスポーツ体験会の実施等を通じて、各地でデフリンピッ

クやデフスポーツの認知度が向上。 

○ 各地の海外選手団の事前キャンプ受入により、地元住民と選手団の交流を通して、デフリンピックの気運醸成が進   

んだ。 

   例）韓国代表選手団（ボウリング、柔道）の事前キャンプを鳥取県で受け入れ、地元ろう学校とも交流。 

○ 大会出場に向けたデフスポーツ選手の発掘や強化支援により、多くの競技において日本選手が活躍し、過去最多の

メダルを獲得。今後、オリンピック・パラリンピック同様、デフスポーツ推進の体制を構築することにより、選手の

発掘、育成及び強化並びに競技人口の増につながることが期待される。 

○ 国際手話通訳者や手話言語解説者の育成や活躍の場が進んだ。 

○ 互いの表情を見ながら音声をリアルタイムに文字に変換して投影できる透明ディスプレイなどが大会や関連イベン

ト、公共交通機関等で導入され、情報保障のICT技術や機器の認知が広がった。 

○  大会や関連イベントに多くの観客が来場し、聴覚障がいや手話言語、ろう者の文化や手話文化への理解が広がった。 

《提案・要望の内容》 
○手話施策推進法の成立・施行及び東京 2025 デフリンピックの成功を契機に関心が高まって

いる手話言語の普及を全国各地で一層強力に推し進め、多くの人にとってより身近なものと

なるよう、学校における手話言語に関する教育、地域や職場で手話言語を使用しやすい環境

の整備、手話言語に関する意識啓発など、地方公共団体が手話言語に関する施策を総合的か

つ実効性あるものとして実施していくために必要な技術的支援、財政措置等を行うこと。 

また、国においても法制定を機に、手話言語に関する施策の充実を積極的に進めていくこと。 

〇デフリンピック開催の成果を引き継ぎ、さらに発展させていくよう、デフスポーツ推進体制

の構築を支援し、デフスポーツの振興を図っていくこと。 


